
１２月９日「奨学金の保証人ホットライン」のお知らせ
 

独立行政法人日本学生支援機構の学資金貸与制度では、個人保証の場合、連帯保証人と保証人の２名が必要とされ、連帯保証人には全額の
支払義務があるのに対し、保証人には、法律上、頭数で割った金額つまり２分の１の支払義務しかありません。

しかし、機構は、学資金の借主の保証人に対し、組織的に全額請求を続けていたことが、報道等により明らかになりました。
これを受けて、当会議では、下記の要領で「奨学金の保証人ホットライン」を実施します。

今回のホットラインでは、他に連帯保証人がいるのに、全額請求された、全額を支払う約束をさせられた、全額支払ってしまった、半分を
超えて支払った分を返してほしいなど、保証人からの相談を中心に、弁護士・司法書士が相談に応じます。
また、ご自身が奨学金を借りている方、連帯保証人になっている方などからの相談にも対応します。

奨学金の返済等でお困りの方など、お一人で悩まずに、気軽にご相談下さい。
また、一人でも多くの方が相談できますよう、関係各位には、拡散にご協力をいただきますよう、お願い致します。

【奨学金の保証人ホットライン】
○　ホットライン電話番号　０３－５８００－５７１１
○　日時　２０１８年１２月９日（日）１０：００～１７：００
○　主催　奨学金問題対策全国会議

＊問い合わせ先　０３(５８０２)７０１５（東京市民法律事務所内）
奨学金問題対策全国会議事務局長　弁護士　岩重佳治

https://saitamasogo.jp/archives/74462


ちらしはこちら⇒１２月９日「奨学金の保証人ホットライン」
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SOGO MUSIC FESTA 1st（埼玉総合音楽祭）
１１月１９日午後６時半から、事務所の近所にある柏屋楽器フォーラムのホールをお借りして、所員による「音楽祭」（！）が開催されま
した。

出演者は、所員（およびそのお子さん）と事務所にゆかりの深い皆さん。事務所の大先輩の城口順二弁護士にも参加していただきました。
総勢２０名、１１演目２０曲に及びました。ピアノ、トロンボーン、ギター、ハーモニカ、リコーダー、歌にダンス。私はアルトサックス
で参加しました。

日頃の隠された腕前を・・・というには仕事の忙しさからか、少々練習不足は否めないところでしたが、小学生以来楽器に触ったこともな
い、という者もリコーダーアンサンブルで難曲に挑んだりしましたし、大いに盛り上がりました。最後は、当事務所の社歌とも言える「見
上げてごらん夜の星を」を肩組んで大合唱！
音楽の力は、侮れません。というかものすごい。所員の団結と活力を引き出すには十分な役割を果たしたようです。。本当に楽しい２時間
余でした。

次回はさらに質量共にグレードアップして開催したいと思います。

ちなみに余興ばかりに勤しんでいるわけではありません。私は、この１０月１日から、日本司法支援センター埼玉地方事務所（略称法テラ
ス埼玉）の所長に就任しました。

弁護士　牧野　丘

https://saitamasogo.jp/archives/74397
https://www.houterasu.or.jp/chihoujimusho/saitama/index.html
https://www.houterasu.or.jp/chihoujimusho/saitama/index.html
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/11/CDC07326-C4E7-4817-924E-9353B71A1198.jpeg


http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/11/8822F591-57D1-45EA-AE93-6998044EDA9A.jpeg
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/11/0DF807BB-F11F-4601-A76A-96F0C6201E18.jpeg
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/11/IMG_6532.jpg


奨学金の本を出版しました（弁護士　鴨田　譲）　
今年1月に埼玉奨学金問題ネットワークから「奨学金借りるとき返すときに読む本」（弘文堂）という書籍を出版しました。私はこれまで
埼玉奨学金ネットの活動として、高校の先生方に奨学金問題の講演をさせて頂く機会が度々ありました。
講演の中では、奨学金利用者と延滞者が増加していること、日本学生支援機構の取り立てが厳しくなっていること、もっと国が予算をかけ
て大学への進学を支援すべきであることなどをお話しています。
すると、高校の先生からは、「私たちはいまの高校生のために何とかしてあげられないかと思っています。将来の問題も大切ですが、現時
点でのベストな奨学金の選択は何でしょうか。」という意見が必ず寄せられます。

そこで、私たち埼玉奨学金ネットでは、「現時点でのベストな奨学金の選択」を提示するために、奨学金を「借りるとき」と「返すとき」
の２つに分けて、それぞれの概要と注意点をまとめたガイドブック的な本を作ることにしました。そして、運よく、法律業界では著名な弘
文堂が出版を引き受けて下さることになりました。

私は、本書後半の「返すとき」編の執筆を担当しました。日常的に裁判所に提出する書類は書いていますが、一般の読者向けにまとまった
文章を書いたことはなかったので、編集者の方からはもっと分かりやすく書いて欲しいと度々ご指摘を受け、だいぶ苦戦しました。特に、
弁護士が普段使いがちな「～の場合もある」、「～の可能性がある」という表現については、読者のためにもっとはっきり書いて欲しいと
いうご指摘を頂きました。

そういった苦労もありながら、構想から1年半くらいの時間をかけてできた本ですので、これから奨学金の利用を考えている、あるいは、
既に奨学金を借りている方にとって少しでもお役に立てれば幸いです。

弁護士　鴨田　譲
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フェルメール展
上野の森美術館で開催されている「フェルメール展」に行って参りました。

海の底のような深い青、フェルメールブルーで有名な画家。

フェルメールのものと確認された作品は世界でわずか三十数点。
今に至っても、贋作か否かとささやかれている作品もあります。

描かれる人や物に深い意味を込める寓意画で、その魅力は計り知れません。

そのようなアカデミックな話題はさておき、
今回の展覧会で一番すごいと感じたのは、その入場システムでした。

すべてが入場時間帯指定チケットとして売られているのです。

私は１１時から１２時半指定を購入しましたが、その間ならいつ入場してもよく、
しかも入替え制ではないため、ゆっくり鑑賞することができます。

入場前に１０分程度待ちましたが、
数時間もの行列ができる昨今の人気展覧会と比較すると、天国のようでした。

館内は混んでいましたが、どの作品も間近で見ることができました。

作品のひとつが１月に入替えられるので、また見に行こうと思っています。

事務局　荻原
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９条俳句事件判決（弁護士　谷川　生子）
 

公民館だよりへの俳句掲載を拒否された女性が、さいたま市を相手に俳句の掲載と慰謝料の支払を求めて提訴した事件について、昨年の
１０月１３日にさいたま地方裁判所の第一審判決、今年の５月１８日に東京高等裁判所の控訴審判決が出ました。
いずれも、さいたま市の俳句掲載拒否は違法であるとして、原告の慰謝料請求を認めています。
それに対し、原告には掲載請求権がないとして、俳句の掲載請求は退けられました。

第一審判決は、公民館が３年８ヶ月の間継続して公民館だよりに俳句を掲載してきたことを重視し、原告の掲載への期待を法的保護に値す
る人格的利益であるとし、また、原告の思想や信条を理由に公民館職員が不公正な取り扱いをした行為は国家賠償法上違法であるとして、
原告に５万円の慰謝料を認めました。この第一審判決を不服としたさいたま市は東京高等裁判所に控訴し、原告もまた俳句の掲載等を求め
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て控訴しました。

控訴審判決は、公民館は住民の教養の向上、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与することを目的とする公的な場である、として公民館
の役割に言及し、公民館職員はこの役割を果たせるように、住民の社会教育活動の実現につき公正に取り扱うべき義務を負う、と明示しま
した。本件俳句の掲載により行政の公平性・公正性を害するとの被告の主張に対しては、意見の対立があることを理由に公民館が、意見を
含む住民の学習成果をすべて掲載から排除することは、意見を含まない他の住民の学習成果の発表行為と比較して不公正な取り扱いとして
許されないと断言しています。

いずれの判決も、「大人の」学習権を憲法上の権利として認めていますが、控訴審判決の方が公民館の性質等に踏み込んで判断している点
で意義あるものと言えます。現在、上告及び上告受理申立がなされ、最高裁判所の決定が待たれるところです。

弁護士　谷川　生子

 

北朝鮮情勢と憲法改正（弁護士　佐渡島　啓）
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昨年は、米朝関係を発端とする戦争勃発が脳裏をよぎる一年でした。

しかし、昨年末にグテーレス国連事務総長が北朝鮮に対して、平昌五輪を米朝戦争回避に活用するように求めたとされる通り、北朝鮮が平
昌五輪に選手・代表団を送り、これに対して米韓は五輪中の合同軍事演習を見送りました。そして、二度の南北首脳会談を経て、紆余曲折
を経ながらも六月一二日に米朝首脳会談が実現しました。

この米朝首脳会談については、否定的な論調も目立ちますが、「戦争、核の脅威、長距離ミサイルの脅威から抜け出させた」（文在寅大統
領）ことは間違いないでしょう。
四月二七日に南北首脳が署名した板門店宣言には、「核のない朝鮮半島を実現するという共通の目標を確認した」だけでなく、今年中の朝
鮮戦争の終戦、休戦協定の平和協定への転換も盛り込まれています。この夏に予定されていた米韓軍事演習や海兵隊交流訓練も中止すると
発表されました。

今回の米朝首脳会談は、英仏の譲歩がナチス・ドイツの勢力拡大に寄与したと評価されるミュンヘン会談が引き合いに出されることもあり
ます。もちろん、すぐに朝鮮半島の雪解けという期待は甘いかもしれません。戦後の米中の国交回復も、米中共同声明から約七年後の一九
七九年でした。
しかし、大きな流れが見えてはいないでしょうか。日本を取り巻く安全保障環境が厳しい…という北朝鮮脅威論を念頭に置いた日本政府頻
出のフレーズも、今後は変化するかもしれません。

このように、おそらく朝鮮半島が歴史的な転換点にある状況で、これから改正議論が本格化するであろう私たちの憲法と、朝鮮戦争に端を
発した戦後の安全保障体制は今後どうあるべきなのか、改めて真剣に考えていきたいと思います。

弁護士　佐渡島　啓
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12月から夜間相談（17:00以降）、土曜、日曜相談はご相
談料が有料となります。
12月から夜間相談（17:00以降）、土曜、日曜相談はご相談料が有料となります。
ご相談料金：30分5,000円+消費税

なお平日の午前、受け付け時間が16時までのご相談は、今まで通り、初回相談、30分間無料です。

ご予約はお電話にて受け付けておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。
048-862-0355　

 

 

続ミカンの木
３年前の「今週の埼玉総合」に、初孫娘の誕生のお祝いに庭に小さなミカンの苗木を植えて、孫娘が４才になり、ミカンの木には初めて３
つの実がついたことを書きました。

続編ですが、今年は写真のように数え切れないほどの沢山の実がたわわになっています。
若い樹の生命力を感じます。

弁護士　梶山　敏雄
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甲子園とガラパゴス
 

夏の甲子園に行ってきました。「横浜　対　金足農業」
８回裏の送りバント失敗の後のまさかの逆転スリーランホームラン。
甲子園球場全体がうなるような歓声になりました。
まさか金足農が勝てるとは思いませんでした。

吉田投手はプロでどこまで通用するでしょうか。
被安打数が多いのが少し不安です。

相場英雄さんの「ガラパゴス」（上下）を読みました。
事件の動機に労働者派遣の問題があります。
吉田修一さんの「怒り」もそうでしたが、相場さんも
派遣労働者の置かれた立場や心情をここまで深く
書き切ることができる洞察力はすごいなあと。
やっぱり売れる作家は違いますね。
おすすめします。

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2018/11/mikan2.png
https://saitamasogo.jp/archives/74345


「ガラパゴス」を読みながら、私は弁護士として、
派遣問題の根本的な解決に向けて活動を続ける必要が
あるなと痛感しました。

甲子園と「ガラパゴス」、全く関係がないようですが、
私にとっては非常に関心があるということです。

弁護士　伊須　慎一郎
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民事信託・家族信託
 

去る10月18日、私の所属する関東弁護士連合会の高齢者委員会で、日弁連信託センターの伊庭潔弁護士をお呼びし、民事信託・家族信
託の勉強会を開催しました。
伊庭先生は、民事信託の第一人者で、体系的に整理された分かりやすい民事信託の書籍も執筆しています。お話の内容も、実際の民事信託
の契約書の作成方法や、実際の契約書の条項の検討、今、議論されている最新論点への対応方法など、実践的な内容で、大変勉強になりま
した。

これまで民事信託については、後見制度とは異なり裁判所の監督に服さない自由な制度ということが強調されてきた傾向がありますが、裁
判所の監督がない分、不祥事のないように十分な体制を検討する必要があります。
また、自由な制度ということで、法的に不完全な契約書や、検討が不十分な契約書が作成されることも防がなければなりません。

そのためには、法律の専門家である弁護士が、民事信託にもっと携わる必要があります。
高齢者が自分の希望する生活を送るために、民事信託は有効な選択肢の一つですので、より良い民事信託を普及するために、研鑽を重ねた
いと思います。

弁護士　月岡　朗
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